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Ⅰ　基本情報

名称

募集方法

札幌市厚別南地区センター 所在地 札幌市厚別区厚別南７丁目９－１

（1）　統括管理業務
（2）　施設・設備等の維持管理に関する業務
（3）　事業の計画及び実施に関する業務
（4）　施設の利用等に関する業務
（5）　前各号に掲げる業務に付随する業務

札幌市厚別南地区センター運営委員会

平成30年（2018年）4月1日～令和5年（2023年）3月31日

施設数：１施設

名称

（1）　各種講習会、講演会等の開催、体育、各種野外活動等のレクリエーション活動の推進、
　　その他必要な事業を行うこと。
（2）　一般の使用に供すること。

1,793㎡

主要施設

地域住民のコミュニティ活動の助長及び生涯学習の普及振興を図り、もって地域住民の福祉の増進に寄与す
る。

ホール(大会議室)、集会室(2室)、和室(2室)、調理実習室、図書室、プレイルーム(健康器具設置)

非公募

非公募の場合、その理由：当センターが、地域社会に関係の深い団体によって継続的に管理運営されることに
より、地域住民がまちづくり活動に直接参加する機会が作られ、地域住民自らがセンターの管理運営を通して
把握された地域課題の解決に取り組むことによって、地域住民間の信頼関係が築かれ、地域社会における絆
の強化につながることとなる。また、まちづくり活動の担い手の育成に寄与することも期待される。このようなこと
から、設置目的の実現のために、地縁による団体により設立された団体及び当該設立された団体を主な構成
員とする団体並びに当センター等の管理運営に関わりを持つものと市長が認める地縁による団体の推薦を受
けた団体により、現に良好な管理運営が行われている場合には、継続的に管理運営を行わせるために非公募
としたもの。

３　評価単位

指定期間

複数施設を一括評価の場合、その理由：

指定単位

指定管理者評価シート

事業名 地域コミュニティ施設運営管理費 所管課（電話番号） 厚別区市民部地域振興課（895-2442）

２　指定管理者

事業概要

目的

開設時期

１　施設の概要

平成６年12月 延床面積

施設数：１施設

複数施設を一括指定の場合、その理由：

業務の範囲
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Ⅱ　令和４年度管理業務等の検証

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

仕様書に沿って管
理運営方針を策
定し、適切な管理
が行われている。

・施設の設置目的及び
管理運営の基本方針
の趣旨を職員全員で
認識し、質の高い市民
サービスの提供、施設
運営の透明化を心掛
けた。

施設利用の公平・公正を確保するため、以下の点を掲げた「厚別
南地区センターにおける平等利用を確保するための基本方針」を
策定し（平成29年10月）、従事者及び利用者に対し、これを周知
することにより利用の公平・公正を確保している。
１　札幌市区民センター条例の誠実な遵守
２　多様な利用層への配慮
３　ライフワークの多様化への対応
４　周知・PR手段の工夫による利用機会の拡充

・さまざまな世代や各
層の地域住民が等しく
サービスを享受し、そ
の福祉の増進に寄与
できるよう、貸室・講
座・図書等いずれの業
務についても、公平・
公正の確保を第一とす
る運営を心掛けた。

札幌市の環境方針に従い、省資源・省エネルギーの推進、廃棄
物の削減、環境負荷の少ない製品の使用、環境問題に関する教
育活動、委託業務における環境負荷の低減について、組織をあ
げて実践している。

札幌市の環境マネジメ
ントシステム研修等を
通じ、職員全員の共通
認識の下、利用者の
協力も得ながら、地球
温暖化対策及び環境
配慮に関する取組を進
めた。

▼札幌市など関係団体との窓口を総括責任者に一元化した。
▼ミーティング等を通じて、各自の業務分担、指揮命令系統、連
絡系統等を確認し、円滑な管理運営体制の維持に努めた。
▼事務局体制の強化を図るため、令和２年度から交代制による
日勤のパート職員を新たに雇用している。
▼当初の年間研修計画に基づき職員研修を実施している。

・職員間の情報共有を
心掛け、新型コロナウ
イルス感染対策に係る
緊急時の業務分担や
連絡体制について意
思統一を図った。
・日勤のパート職員の
雇用により、運営体制
の強化と職員の負担
軽減を図っている。
・職場内における業務
研修等を積極的に実
施したことで、職員の
モチベーションが向上
した。

所管局の評価項　目 実施状況

1　業務の要求水準達成度

（１）統括管理
業務

▽　管理運営に係る基本方針の策定

▽　管理運営組織の確立（責任者の配置、組織整備、従事者の確
保・配置、人材育成）

▽　平等利用に係る方針等の策定と取組実績

▽　地球温暖化対策及び環境配慮の推進

指定管理者
の自己評価

平成20年度の「コミュニティ施設のあり方と利用促進に関する意
見書」の提言に沿った管理運営を行うとの理念のもと、以下の点
を掲げた「厚別南地区センター管理運営方針」を策定した。（平成
21年９月）
１　地域に親しまれ、愛されるセンターを目指す
２　持続的な安定経営のための財政基盤の強化を目指す
３　地域団体との有機的な連携により利用の促進・活性化を目指
す
４　豊かな生活支援のための魅力的な事業を展開する
５　施設運営の透明化に努める
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【札幌市・指定管理者（館長会議）】
・7～10月分の業務実績報告
・各施設の課題等の情報共有
・厚別区からの連絡事項

【運営協議会】
・業務実績報告
・感染症対策
・地域の憩いの場づくり施設活用事業案

【札幌市・指定管理者（館長会議）】
・11月～1月分の業務実績報告
・各施設の課題等の情報共有
・厚別区からの連絡事項

第２回
12月13日

第１回
８月５日

＜運営協議会メンバー＞厚別南町内会連合会、青葉自治連合
会、利用者団体（2）、札幌市厚別区地域振興課(3)、当地区セ
ンター運営委員会（4）

・平成22年度に運営協
議会を設立。年4回の
開催としている。
会議では業務報告や
利用者アンケート等な
どを議題に意見交換を
実施しているほか、指
定管理者業務にかか
る重点課題について協
議している。運営協議
会の協議内容につい
ては、施設内に掲示
し、広く利用者に周知
している。

・業務の遂行に当たっ
ては、関係する地元町
内会や団体、組織と連
絡調整を行い、良好な
関係の維持に努めて
いる。

協議・報告内容

▽　札幌市及び関係機関との連絡調整（運営協議会等の開催）

▽　管理水準の維持向上に向けた取組

▽　第三者に対する委託業務等の管理（業務の適正確保、受託者
への適切監督、履行確認）

開催回

第４回
３月14日

第３回
２月15日

▼地域に親しまれ一層の利用促進を図るため、日常的に業務の
見直し・改善に取組んでいる。
▼利用者に対し迅速かつ効率的に対応すべく組織内の情報共有
に努め業務に当たっている。
▼館内の抗菌コーティング化をはじめとした新型コロナウイルス
感染防止対策を強化するとともに、国や自治体の防止対策の緩
和など社会情勢の変化を見極めながら、利用者の混乱を招かな
い円滑な運営のため、相違・工夫を凝らしながら職員が一体と
なって業務運営にあたった。

・職員は利用者に対
し、公平・公正で親切
な対応を心掛けてお
り、アンケート結果でも
利用者の信頼度、満
足度は高い。

・新型コロナウイルス
感染対策の徹底によ
り、クラスターの発生
はなかった。

▼清掃及び警備業務は第三者に対し委託実施し、緊密な連携・
監督のもと、仕様書に基づき適正に業務が執行されている。
▼受託者に対し、業務に関連する労働関係法令の遵守を指導す
るとともに、随時、検査・履行確認を的確に実施している。
▼協定に関する契約（第三者への委託、物品調達等）について、
札幌市に準じ暴力団等を排除する規定を設け約款を改正した。
▼業務実施にあたっては、新型コロナウイルスの感染防止対策
に十分留意するよう指導した。

・業務仕様書に沿って
適正に業務が確保さ
れた。特に清掃に関し
ては、利用者アンケー
トでも施設全体が清潔
で衛生的であるとの高
い評価をいただいた。

【札幌市・指定管理者（館長会議）】
・4～6月分の業務実績報告
・アンケート調査報告
・各施設の課題等の情報共有
・厚別区からの連絡事項
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

労働関係法令を
遵守し、適切な雇
用環境の維持に
取り組んでいると
認められる。

▽　財務（資金管理、現金の適正管理）

▽　労働関係法令遵守、雇用環境維持向上(事故の有無などの安
全衛生面を含む)

▼資金管理については、年度毎に収支その他経理に係る帳簿を
整備し、また、税理士に委託し会計処理の確認、監査、点検を客
観的に行っている。
▼現金等の取り扱いについては、「現金等取扱規程」（平成22年4
月制定）を遵守し、適正に管理・執行している。

・資金、現金は、規程
に基づき適正に管理
するとともに、税理士
に確認、監査を委託
し、運営委員会の監査
を受けている。

▼要望、苦情等の事例については、個人情報の取扱いに十分留
意し、案件毎に内容及び対応の経緯・結果をデータベース化し、
職員間で情報共有している。
▼「接遇マニュアル」を周知し、苦情等の未然防止に努めている。
▼札幌市に対する要望・意見や、札幌市の判断を要する案件は
速やかに報告・相談し、その指示に従っている。

・利用者に対して親切・
丁寧な対応に努めて
おり、苦情として取扱う
案件はなかった。利用
者アンケートの結果で
も、職員の接遇態度に
対する評価が高かっ
た。

▼業務の実施に関する記録書類・帳簿等を整備し、保管・管理し
ている。
▼利用者アンケートを実施し、調査結果は地区センター内ロビー
に一定期間掲示している。
▼利用者アンケート及び講座開催毎に行うアンケート調査で、利
用者の満足度等の評価を受けるほか、要望やニーズを踏まえた
講座やイベントの企画立案をしている。
▼札幌市の各種検査・監査について、誠実に対応した。

・管理業務に関する帳
簿等を整備し、札幌市
に定期的に報告すると
ともに、年２回札幌市
の業務監査を受けて
いる。４年度は改善等
に係る指摘事項はな
かった。

▼職員の身分及び服務に関する事項は、労働基準法その他法
令の定めに則り、就業規則及び同運用規則等に規定し遵守して
いる。
▼健康診断を実施し、職員の健康管理に留意している。
▼職員ごとのシフトを定めた年間休暇予定表を作成し、計画的に
休暇が取得できる環境づくりを進めている。
▼ワークライフバランスの取組として、個人面談等を通じ全職員
の意見聴取に努めるなど、適宜職場環境の改善に進めている。
▼事務局体制の強化を図るため、交代制による日勤のパート職
員を新たに雇用し、併せて同パート職員に関する就業規則を制
定した。
▼副業・兼業に関する厚生労働省のガイドラインを踏まえ、同規
定を職員就業規則で明文化した。

・労働関係法令を遵守
し、職員の雇用関係の
維持に努めた。

▽　記録・モニタリング・報告・評価（記録、セルフモニタリングの実
施、事業報告、札幌市の検査等への対応、自己評価の実施）

▽　要望・苦情対応

（２）労働関係
法令遵守、雇
用環境維持
向上
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

仕様書に定めると
おり適正に実施さ
れている。

▼防火管理者の交代に伴い、新たな消防計画を策定した。
▼消防計画に基づき、８月31日、３月15日に自衛消防訓練を行っ
た。
▼所定の自主検査チェック表により、施設内各所の消防点検を
毎月２回実施している。
▼消防法の規定に基づき、「防火対象物点検報告特例認定申
請」を行い、円滑に同認定を受けることができた（実地調査含
む）。
▼ＡＥＤ（自動体外式除細動器）の日常点検に努めた。

・自衛消防訓練、防火
対象物、ＡＥＤの日常
点検等を通じて、職員
及び利用者の防災意
識の向上を図った。

▽　防災

▼利用者の安全確保について、緊急連絡網の整備、火災発生
時・緊急時の避難経路の確保及び消防設備点検の励行などを通
じ、非常時に備えている。
▼事務室内の火災受信機器、防災盤の使い方について職員に
周知している。
▼職員全員が危機管理意識を持ち、非常時における各自の役割
分担の明確化に努めている。
▼電気暖房集中管理により、札幌市の環境配慮のルール内で利
用者への要望に対応している。
▼講座・事業等に必要な物品等を必要に応じて整備したほか、玄
関スロープの設置工事、誘導サインの更新工事、調理室のエアコ
ン設置など、数年間かけて利用者サービスの向上を図った。
▼札幌市又は第三者に損害を与えた場合に備え、損害賠償保険
に加入している。（指定管理者の故意又は過失によるもの）
▼新型コロナウイルスの感染拡大防止のため、館内の抗菌コー
ティング化を行った。

・左記のとおり利用者
の安全・安心の確保を
第一に、適切に管理し
ている。

・新型コロナウイルス
の感染防止のため、空
気清浄機、消毒アル
コールなどの設置に加
え、体温測定器の設
置、館内の設備・主要
備品の抗菌コーティン
グ化を行い、安心して
利用できる環境を整え
た。利用者アンケート
でも清潔さに関する評
価は高い。

▼清掃・警備業務については第三者委託により実施し、日常的な
連絡調整を通じて、施設の快適な環境維持、不測の事故の未然
防止に努めた。
▼利用者の安全確保を最優先に、施設の自主点検に努めたほ
か、札幌市の所管部局による定期的な保守点検により、仕様書
の水準を維持した。
▼駐車場のラインを引き直したほか、除雪業務は、区の契約で適
切に実施した。玄関前や車椅子スロープなどは職員が対応して
いる。

・清掃及び警備業務に
ついては、委託先との
綿密な連絡体制によ
り、適切に対応でき
た。

・学校敷地内の駐車場
は、学校との密接な調
整により、トラブルを避
けることができた。

▽　施設・設備等の維持管理（清掃、警備、保守点検、修繕、備品
管理、駐車場管理、緑地管理等）

（3）施設・設
備等の維持
管理業務

▽　総括的事項（利用者の安全確保、市民サービス向上への配
慮、連絡体制確保、保険加入）
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

2 20 20 100% 95% 95%

1 5 7 140% 100% 100%

1 15 7 47% 100% 100%

1 12 12 100% 100% 100%

1 12 11 92% 100% 91%

3 12 13 108% 100% 100%

1 20 12 60% 100% 100%

1 20 8 40% 100% 100%

5 15 15 100% 85% 100%

4 15 12 80% 38% 88%

3 10 9 90% 89% 100%

1 10 5 50% 100% 100%

1 8 11 138% 88% 100%

1 15 12 80% 88% 100%

1 15 10 67% 100% 100%

1 15 15 100% 100% 100%

1 12 12 100% 100% 100%

1 5 5 100% 100% 100%

2 12 8 67% 100% 100%

1 12 9 75% 100% 100%

1 12 12 100% 100% 100%

1 10 10 100% 100% 100%

1 10 7 70% 100% 100%

1 15 8 53% 100% 100%

4 15 14 93% 100% 100%

1 5 6 120% 100% 100%

1 12 5 42% 100% 100%

1 12 12 100% 100% 100%

2 12 8 67% 100% 100%

1 15 15 100% 93% 100%

1 12 11 92% 100% 100%

1 12 11 92% 91% 100%

1 12 10 83% 100% 100%

2 12 4 33% 100% 100%

1 12 12 100% 100% 100%

8

1 12 8 67% 100% 100%

1 10 8 80% 100% 100%

2 6 6 100% 67% 100%

57 474 380 80%

＜区民講座＞
講座の満足度、理
解度がいずれも
高く、中には講座
終了後にサークル
化に繋がった講座
もあることから、利
用者のニーズに
応えた事業を実施
していたと認めら
れる。

⑭キャッシュレス決済との付き合い方

⑮日本の家紋を知る講座

⑯プリザーブドフラワーとアートフラワーで作る仏花

⑰お手軽!自家製燻製作り

⑱砥石を使った包丁の研ぎ方

⑲透明水彩で描く映えるカフェ絵

㊲サークル体験講習(コーラス)

㊳サークル体験講習(カラークラフト)

㊴スマホ初心者講座

㉘味噌作り

㉙トースターでできるおうちクリスマスパン

㉚クラシック音楽講座

㉛腸活のための発酵講座

㉜簡単手打ちそば

㉝女性のための親子護身術

㉞小学生運動神経UP＆かけっこ教室

㉟飾り巻き講座

㊱トレーニングマシンの使い方※中止

㉕痛み改善体操背骨コンディショニング

㉖砥石を使った包丁の研ぎ方

㉗はじめての消しゴムはんこ

⑤手縫いで簡単がま口作り

➅はじめての新聞ちぎり絵講座

⑦フレイル予防

⑧家計改善マネー＆ライフプラン

⑨はじめての韓国語

⑩占いの不思議九星気学で開運入門

⑪はじめてのこぎん刺し

⑫ミニチュアのパン屋さん作り

⑬サークル体験講習(ピラティス)

実施回数 5 77 57 74.0%

64.7%

講座名 回数 募集
受講
者

参加
率

理解
度

満足
度

受講者数 23 587 380

▼新型コロナウイルスの影響で、１講座当たりの回数や定員は計
画より減らしての実施となった。一方で、利用者のニーズにより、
当初計画した35講座より3講座多く実施した。トレーニングマシン
の使い方講座については、プレイルーム休止期間でもあり中止し
た。地域住民企画講座は申出がなく、実施していない。

R3実績 R4計画 R4実績 達成率

・新型コロナウイルス
感染症が発生して３年
目となり、１講座当たり
の回数、定員を減らす
などの工夫をしなが
ら、当初の計画より３
講座増やして実施、コ
ロナ禍以前の実績に
近づきつつある。

・講座の参加者の満足
度は、ほとんどの講座
で100％に達し、好評
であった。

・数年ぶりに開催した
韓国語講座が好評で、
講座終了後にはサー
クル化するなど、利用
促進につなげることが
できた。

・サークル体験講習
は、各講習とも新規入
会者があり、サークル
の活性化につなげるこ
とができた。

・毎年実施している初
心者向けスマホ講座、
味噌づくり、包丁研ぎ
は応募が定員の２倍に
達するほどの人気で、
包丁研ぎ講座につい
ては、計画外であった
が追加で開講した。

・新規の講座では、耳
つぼ、新聞ちぎり絵、ク
ラシック音楽、飾り巻き
などに応募が殺到する
など好評であった。今
後もニーズに応えるべ
く企画をしていく。

①園芸講座北海道での野菜づくり

②サークル体験講習(写真から描く水彩画)

③寄せ植えで季節のお花をセンスアップ

④かんたん耳つぼ講座

⑳わんちゃんのための手作りごはん

㉑頭から癒すヘッドリンパマッサージ

㉒パーソナルカラー診断

㉓洗剤いらずの可愛いエコたわし

㉔美術ボランティアによる美術への誘い

講座数 4 35 39 111.4%

（4）事業の計
画・実施業務

▽　区民講座に関する学習機会の提供業務

小計
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1 69 63 91%

1 15 7 47%

1 50 50 100%

1 4 4 100%

1 8 8 100%

1 10 10 100%

1 25 30 120%

1 15 7 47%

1 15 7 47%

1 90 90 100%

1 670 764 114%

1 15 15 100%

1 15 11 73%

1 15 11 73%

1 15 13 87%

1 30 30 100%

1 9 8 89%

1 100 152 152%

1 15 7 47%

1 25 30 120%

1 300 320 107%

1 6 6 100%

244 732 715 98%

266 2,248 2,358 105%

㉓健康サポートフェア※中止

㉔介護予防センター事業協力

㉕ののさんきょうも図書室へパネル展

㉖春休み子ども映画会＆マジックショー※中止

㉗大人の切り絵体験

㉘ラジオ体操

小計

・新型コロナウイルス
感染防止のため、参加
者が多い５事業を中止
したが、計画外の事業
も含め、可能な限りの
事業を実施できた。

・３年振りに開催した文
化祭は、例年より規模
を縮小して実施した
が、感染防止対策の
徹底と作品展示期間
を長くとるなどの工夫
をした。予想以上の来
場者があり、来場者の
アンケートでも満足度
は高く、好評だった。参
加したサークルから
は、コロナ禍で発表の
場がなかった中での文
化祭開催に感謝の声
が寄せられた。

・札幌市の出前講座
「かしこい患者になりま
しょう」は、少人数では
あったが、コロナ関連
の質問事項も多くあ
り、札幌市としての対
応、政策が地域住民
の方々に周知できる良
い機会となった。

・地域の介護施設の協
力で実施した「冬に向
けて体力・筋力UP」
は、参加者から好評
だった。また、地域の
介護予防センターに呼
びかけ、介護予防教室
を共催の形で実施し、
高齢者向けのサロン
の発足につなげた。今
後も、地域の企業や団
体と協力しながら、
ニーズに合った事業に
積極的に取り組みた
い。

・小学校との複合施設
という特性を生かし、
学校と連携して図書室
の見学授業や社会見
学としての施設見学授
業を積極的に実施し、
子ども世代の施設へ
の理解を深めることが
できた。

・ラジオ体操は、参加
者が館内ボランティア
として協力してくれるな
ど、地域住民と施設の
交流の場を持つ良い
機会になった。

①4月のおはなし会※中止

②図書室見学授業

③6月のおはなし会

④図書室見学授業

⑤図書室お仕事体験

⑥図書室ミニゲーム大会

⑦夏の子ども工作会

⑧厚別区民生委員・児童委員パネル展

㉑新春書道展

参加者数 924 2750 2358 85.6%

・新型コロナウイルスの影響により、23事業を実施。

募集
参加
者

来場
者率

実施回数 123 266 266 100.0%

㉒2月のおはなし会

▽　地域住民の交流等を目的とした事業

▼新型コロナウイルスの影響で、①4月のおはなし会、⑫囲碁大
会、⑰ステージイベント、㉓健康サポートフェア、㉖春休み子ども
映画会＆マジックショーは中止した。また、コロナ禍以前参加して
いた厚別南まちづくり会議協賛事業は、主催者から協力要請が
なかったため、不参加。図書室事業のスタンプラリーやぬいぐる
みのおとまり会などは、新型コロナウイルスの影響の少ない事業
に変更のうえ、実施した。
▼文化祭は、サークルのステージ発表、作品展示を中心に、コロ
ナ禍以前より規模を縮小して３年振りに開催した。
▼計画以外では、介護予防センターへの協力事業、厚別区社会
福祉協議会との共催による民生委員・児童委員パネル展、施設
見学事業、図書の見学事業を実施した。

85.1%

R3実績 R4計画 R4実績 達成率

⑱冬の子ども工作会

⑲図書室ピクトさんをさがせ

⑳図書室ペットボトルモルック大会

⑨8月のおはなし会

⑩札幌市出前講座かしこい患者になりましょう

⑪小学校施設見学授業協力

⑫囲碁大会※中止

⑬文化祭

⑭歴史講演会　厚別区の今・昔・未来

⑮冬に向けて体力・筋力UP

⑯12月のおはなし会

⑰ステージイベント※中止

事業数 6 27 23

事業名 回数

＜地域交流事業
＞
新型コロナウイル
ス感染症の影響
により、中止となっ
た事業もあった
が、指定管理者の
工夫により、満足
度の高い事業を
実施していたと認
められる。
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▽　　地域の憩いの場づくり施設活用事業（無料）に関する業務

　卓球・囲碁将棋・プレイルーム(健康器具)・自習スペースの開放
を実施。
　・卓　　  球：年間 0日、0人利用(3年度：0人)
　・囲碁将棋：年間 0日、0人利用（3年度：0人)
　・ﾌﾟﾚｲﾙｰﾑ：年間 14日、8人利用(3年度：0人)
　・自習スペース：年間0日、0人利用(3年度：0人）

※新型コロナウイルスにより卓球、囲碁将棋、自習スペース4/1
～3/31中止。プレイルームのみ3/18から再開。

・新型コロナウイルス
の影響で、引き続きほ
とんどの事業を中止
し、再開に向けた検討
を行った。

令和4年度実績
　・来館者数　17,366人（3年度：13,651人）
　・貸出冊数　55,408冊（3年度：44,467冊）
　・新規登録　158人（3年度：102人）
　・その他
図書室見学授業：新札幌わかば小学校3年生63人・2年生50人
（3年度：中止　0回）
おはなし会：4月中止0人・6月7人・8月7人・12月11人・2月7人
（3年度：中止　0回）
図書室おしごと体験：4人
ピクトさんを探せ！　1/10～1/14（各日午後のみ）：30人
ペットボトルモルック大会　1/14：8人

・子供向けの企画を増
やしたこともあり、小学
生以下の新規登録が
増えた。その効果で親
子での利用が増え、貸
出数増加につながって
いる。
・季節に合わせたテー
マ展示をすることで、
利用者に興味を持って
もらい貸出につながっ
た。

▽　図書室業務

＜地域の憩いの
場づくり事業＞
新型コロナウイル
ス感染症の影響
によりほとんどの
事業が中止となっ
たが、令和５年度
以降は利用者が
増えるよう進めて
いただきたい。

＜図書業務＞
子どもを対象とし
た取り組みを行っ
たことをきっかけ
に利用者が増え
ている。今後も、
子どもや若い世代
が来館しやすくな
るような取組みを
実施していただき
たい。
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

プレイルーム

▼　小学校との複合施設で４階にあり、地区センターの存在がわ
かりづらい。3年度は外観から分かりやすくなるよう、道路の誘導
サインの改修工事や駐車場にサインを設置した。今年度は1階に
掲示スペースを増やし4階まで上がってこなくても事業内容がわ
かるよう工夫した。依然として新型コロナウイルスの影響がある
中、可能な限り多種多様な講座、地域交流事業を開催した。ホー
ムページの内容充実や地域、施設にチラシを回覧、配布などに
努めた。

・R3年度は新型コロナ
ウイルスの影響により
休館期間があったた
め、単純比較はできな
いが、計画との対比で
みると、合計では件
数、人数ともに上回る
ことができた。

・貸室（有料）の利用状
況は、新型コロナウイ
ルス以前の利用に戻り
つつある。

・札幌市が定めたコ
ミュニティ施設における
取扱基準に準拠しつ
つ、恒常的な利用につ
ながる講座や交流事
業を実施するととも
に、子どもや子育て世
代に魅力のある事業
展開をし、利用促進に
努めていきたい。

合　計

件数(件) 1,007 1,709 1,828

2,869 2,212

稼働率(％) 28.9% 31.8% 30.6%

人数(人） 7,677 13,048 14,074

0 0 8

件数(件) 0 0 22

人数(人）

集会室B 人数(人） 1,113 1,892 2,145

稼働率(％) 24.8% 28.6% 32.1%

2,487 2,975

件数(件)

人数(人）

460

稼働率(％)

集会室A

236 401

1,463

27.0%

268

（5）施設利用
に関する業
務 R3実績 R4計画

158

4,116

277

1,935

R4実績

3,289人数(人）

▽　利用件数等

件数(件)

大会議室

22.4%稼働率(％) 25.7%

25.0% 23.2%

和室B

件数(件) 73 124 127

人数(人） 381 647 745

稼働率(％) 9.2% 11.3% 11.4%

271

稼働率(％) 21.9%

1,864

▽　不承認０件、　取消し22件、　減免０件、　還付8件

1,873

38.1% 43.2%32.3%

▽　利用促進の取組

人数(人）

稼働率(％) 0.0% 0.0% 100.0%

実習室

件数(件) 197 334 321

人数(人） 1,688

181 307 350件数(件)

26.8%

和室A

件数(件) 162 275

28.2%

1,097

稼働率(％) 23.2%

数字からは、コロ
ナ禍から復調の
兆しが見られる。
今後も利用者の
ニーズの把握に
努め、新規利用者
の獲得に努めて
いただきたい。
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

▼広報紙(地区ｾﾝﾀｰだより(例年6回発行)を地域町内会等に回覧
するとともに、各施設へ配布し広報PRを行っている。地区セン
ターだよりには、ホームページへ直接繋げるようにQRコードを掲
載し、また札幌市の施策に関する情報も載せ、周知を行った。

▼区民講座・地域交流事業については、センターだより以外に札
幌市からのお知らせ、地デジ、アプリｉさっぽろ、タウン誌ふりっ
ぱー、新聞（道新ミニコミ紙れじおん)、札幌市生涯学習センター
発行の情報誌(大人の学び場MAP)、地区センター掲示板のポス
ターやチラシ、ホームページ上などで周知している。

▼空室情報はホームページ上で毎日更新している。

▼ホームページは毎年、ウェブアクセシビリティの確保に努めて
おり、令和5年3月に専門業者に委託し、試験、取組確認、評価、
修正を行った。
 
▼情報の取得媒体の状況は、令和4年度アンケート結果から 次
のとおりである。(無回答4.9％)
・町内会回覧(地区センターだより等)36.1％、札幌市からのお知ら
せ18.9％、その他19.7％、ふりっぱー12.3％、HP6.6％、 アプリi
さっぽろ1.6％
・地区センターHPについて(無回答6.9％)
見たことがない54.9％、ほとんど見ない24.5％、 時々見る9.8％、
よく見る3.9％、その他0％
・地デジのデータ放送による市政情報について(無回答4.9％)
知らない76.5％、知っている18.6％
地デジを知っていると回答した方の利用頻度(無回答23.8％)
利用したことがない84.2％、利用したが不便である10.5.％、利用し
たことがある5.3％

▼その他、ロビー等には掲示板及び配架コーナーを設置し、官公
庁の主催・共催・後援事業ならびに各種団体、企業の発行するチ
ラシ等を種類をわけて配架し、見やすくなるよう工夫している。

・札幌市の広報誌以外
にも、新聞社等のフ
リーペーパーへの掲載
依頼を積極的に行っ
た。

・情報の取得媒体につ
いては、圧倒的に「地
区センターだより」が多
く、今後も内容充実に
努め、引き続き札幌市
の施策に関する情報も
掲載し、周知に努めた
い。また、ふりっぱーに
よる情報取得が増加し
ている影響で、他区か
らの講座や事業の応
募が増えている。

・ホームページ閲覧に
ついては、利用者へ口
頭でPR、QRコードなど
を掲載して紹介するな
どし、毎年閲覧者数は
増加傾向である。
・今後も随時内容を充
実させるとともに、引き
続きウェブアクセシビリ
ティの確保に努めてい
きたい。

(前回から継続指定のため、引継業務なし)

▼実施せず

▼ＨＰ改修・ウェブアクセシビリティ対応作業を厚別区内の業者に発注し
た。
▼清掃の第三者委託は市内企業に発注した。受注業者も地区内での雇用
を優先している。
▼館内美化のため、観葉植物をレンタルしているが、地域の企業に依頼し
ている。
▼事務用品などの購入は、原則として地域の業者に発注している。

業務委託等は極力地
元業者の活用を心掛
けている。

（6）付随業務 ▽　広報業務

▽　引継ぎ業務

２　自主事業その他

▽　自主事業

▽　市内企業等の活用、福祉施策への配慮等

協定書に定めると
おり適正に実施さ
れている。

市内企業等の活
用に努めている。
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

３　利用者の満足度

回答者の約8割が60、70代。主婦と無職で約8割。地域は厚別
南24％、上野幌17％、青葉約16％、もみじ台8％、大谷地3％と
近隣住民が約7割であった。

･総合的な満足度は、100％
・職員の接遇態度は、96％の満足度
・貸室事業は、「利用したい」が最も多く、100％の満足度
・図書室事業は、「利用したい」が最も多く、100％の満足度
・地区センター講座は、99％の満足度、96％の理解度
・地域交流事業は、99％の満足度
・館内の清掃状況は、「大変良い」が最も多く、100％の満足度

結果概
要

利用者アンケートは、2月1日～28日の1か月間、サークル利用
者に協力を求めて実施。図書室、ロビーにフリーの来館者に対
して、自由に記載できるよう、用紙を配架。4年度は、102名から
の回答があった。※講座・地域交流事業に関するアンケート
は、随時実施。

▽　利用者アンケートの結果

実施方
法

寄付した本は当地で利用して欲
しい。

冬でもきれいな花が咲いていて
とても和みます。そうじがゆき
とどいて気持ちがいいです。
(トイレ等)

ありがとうございます。ご利用される方々
に喜んでいただけるよう引き続き館内美
化に努めてまいります。

図書室のハムスター積み楽し
かったです。また出してほしい
です。

ありがとうございます。今後も楽しんでい
ただけるよう創意工夫してまいります。

図書室分かりやすく置いてあり
助かっています。

ありがとうございます。引き続き分かりや
すく整理するよう心掛けます。

図書冊数が少ない

予算やスペースに限りがありますが、寄贈
を募集するなどして増書に向けた努力をし
ていきたいと思います。

図書室で読書会や紙芝居等開催
希望。

おはなし会(大人向け、子供向け)は開催し
ております。子供向けのおはなし会では、
紙芝居も取り入れておりますが、更に充実
していきたいと思います。

要  　旨 回　答

コピー機自由に使える様にして
ほしい。

コイン式の複写機は高額のため単独での
設置は予算的に困難です。ご利用の際は
事務所窓口にて、モノクロの場合は1枚10
円、カラーの場合は1枚50円で、コピーの
受付対応させていただいておりますので、
ご理解をお願いします。

職員さんの笑顔で応対してくれ
る事が一番嬉しいです。
これからもよろしくお願い致し
ます。

ありがとうございます。今後もスタッフ一同
丁寧な応対を心掛けていきます。

大会議室の壁面に安い鏡のよう
なものがあるとよいと思う。
※同要望他2件

予算面で当館単独での整備は難しいこと
から、他館の状況も踏まえ、札幌市に要
望してまいります。

Wi-Fiが欲しいです。※同要望
他４件

予算面で当館単独での整備は難しいこと
から、他館の状況も踏まえ、札幌市に要
望してまいります。

札幌市の「図書館受付寄贈資料」の運用
方針に基づいた対応で行っているため、ご
希望に添えないこともありますが、できる
範囲で対応していきたいと思います。

図書「たくさんのふしぎ」が
揃っているとうれしいです。

予算に限りがあり購入が難しいため、他館
からの取り寄せで対応可能ですので、ご
相談ください。

子どもがくつろげるスペース
(図書室のような)をロビーや他
の所にもうけてほしい。

現時点ではスペース的に設置は困難であ
るため、ご理解をお願いします。

事前予約電話、支払い不便簡素
にしてほしい。

札幌市の規程に基づいた申込方法ですの
で、ご理解をお願いいたします。申込の簡
素化については札幌市へ要望してまいり
ます。

・左記のとおり、すべて
の項目について高い
評価を得た。今後もよ
り一層、市民サービス
の向上に努めたい。

・アンケートで意見・要
望では、鏡やWi-Fi設
置の要望が数件あっ
た。その他では、館内
の清掃、美化について
のお褒めの言葉が
あった。来館者から
は、日常的に施設の清
潔さや観葉植物などに
ついて好評をいただい
ており、職員のモチ
ベーション向上につな
がっている。

・アンケート結果は、館
内に掲示、HPにも掲載
した。

・文化祭は、コロナ対
策に留意し、規模を縮
小しての開催であった
が、来場者アンケート
では満足度が100％と
高評価となった。

利用者
からの
意見・要
望とその
対応

全ての項目で満
足度が９５％を超
えており、利用者
から好評であるこ
とは評価できる。



（別紙１）

ありがとうございます。今後も気持ちよくご
利用いただけるよう努めてまいります。

調理室の備品で小ぶりな物が欲
しいボール等

予算の範囲内で検討していきます。

フリースペース(勉強用など)を
開放してほしいです。※同要望
他１件

館内のスペースから、フリースペースを単
独で設置することは困難です。貸室の空
き状況等を見ながら、卓球、軽スポーツ、
囲碁・将棋などと同様に、開放のあり方を
検討したいと考えております。

飲食できるスペースがあるとい
い※同要望他1件

新型コロナウイルスの感染状況によります
が、ロビーにて飲食は可能です。

ガス台が新しくなったため概ね
満足

令和2年度の改修工事時に新設しました。

＊１０月の文化祭アンケートで78件回答があり、文化祭項目別の回答につ
いては、各項目満足度は100％と高評価だった。3年振りの開催で、小規模
で行ったが、コロナ対応について評価が高く、楽しめたという満足度の高い
意見が多かった。

トイレきれい、清潔※同意見他
１件

ありがとうございます。今後も気持ちよくご
利用いただけるよう努めてまいります。

洋式トイレがよい
ありがとうございます。令和2年の改修工
事で全て洋式にしました。

トイレに抗菌なのでそうじ不要
と書いてるがちがうと思います

抗菌済ですので消毒の必要はありません
という表示をしておりますがドアノブや便
器など人が触れる所は抗菌処理してお
り、アルコール消毒等で抗菌剤が剥がれ
る恐れがあるため消毒不要という意味で
す。清掃は毎日行っておりますので、ご理
解をお願いします。

いつもきれいに清掃されている
※同意見他１件
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

・利用料金は計画に比べ558千円増となった。
・札幌市よりキャンセル補填金が49千円あった。（その他に含む）
・講座収入は新型コロナウィルスの影響もあって定員を少なく実施したため
335千円であった。
・指定管理業務による利益還元は、抗菌コーティングを共有スペースと貸室
の備品等に行い532千円。非接触検温計一式、防災備蓄品等の購入に121千
円。花壇や観葉植物のレンタル等環境美化に224千円。合計で877千円に充
当した。
・収支は差引き2,526千円が生じ、昨年3,471千円を下回った。

・新型コロナウイルス
の影響もあって、講座
受講料収入は計画より
520千円減となったが、
利用料金は558千円増
となった。
　
・内部努力による経費
節減に努め、利用者に
安心してご利用いただ
けるよう館内の抗菌
コーティングを行った。

・災害時に備え、防災
備蓄品を準備した。

▼引き続き経費の節減に努め、支出を抑制した。

▼各条例の規定に則り、全て適切に対応した。
▼協定に関する契約（第三者への委託、物品調達等）について、暴力団員
や暴力団関係者を排除すべく札幌市に準じて約款を改正した。

877 下記のとおり

４　収支状況

26,709 26,709 0

利用料金 2,400 2,958 558

指定管理費

101

指定管理業務収入 33,445 33,546

0

自主事業による利益還元 0 0 0

法人税等

0 0

R4計画 R4決算 差（決算-計画）

（千円）

収入-支出 0 2,526 2,526

101

収入 33,445 33,546

▽　収支

項目

＜確認項目＞　※評価項目ではありません。

0

【参考】 R4決算 内容

指定管理業務による利益還元

その他 4,336 3,879 ▲ 457

自主事業収入 0 0 0

指定管理業務支出 33,445 31,020 ▲ 2,425

支出 33,445 31,020 ▲ 2,425

自主事業支出 0

0

純利益 0 2,526 2,526

▽　説明

▽　安定経営能力の維持 適 不適

適 不適▽　個人情報保護条例、情報公開条例、行政手続条例、オンブズマン条例及び暴
力団の排除の推進に関する条例への対応 各条例の規定に

則り対応してい
る。

節約・経費節減に
努めたことは認め
られる。
また、コロナ禍に
も関わらず、黒字
収支を確保してお
り、利益還元を実
施したことは評価
できる。

適正に執行されて
おり、安定した経
営が確保されてい
る。
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Ⅲ　総合評価

▼新型コロナウイルスの感染拡大を防止するため、札幌市が
定めたコミュニティ施設における取扱い基準に準拠し、職員に
よる施設内の共用部分の消毒、換気等の感染予防対策に努
めたほか、年度途中の規制の緩和についても利用者の理解・
協力を得ながら進めることができた。

▼新型コロナウイルス感染問題が始まって３年目となり、感染
対策が定着してきた中で、徐々に事業全般にわたり回復の兆
しが見られた。しかし、講座や各種事業については、一部で中
止せざるを得ないなど、計画どおりの運営は困難だった。
　そうした中でも、高齢化が進む地域ニーズを踏まえ、区内の
介護予防センター２か所に呼びかけ、初の合同介護予防教室
を地区センターと共催で実施し、終了後のサロン結成に結び
つけるなど成果を上げた。

▼利用者サービスの向上のため、数年かけて進めてきた貸室
のエアコン設置、クロス貼替、塗装、誘導看板の更新、身障者
スロープの改善などハード面での整備を概ね終え、今年度は
限られた予算ではあったが、館内の抗菌コーティング化、災害
時の備蓄品の整備などを行った。

▼職員研修については、引き続き職場内研修を重点に実施
し、職員間のコミュニケーションの促進、モチベーションの向上
を図った。

▼労働環境の整備として、交代制による日勤のパート職員を
新たに雇用したことで、事務局体制の強化に加え、常勤職員
の負担軽減を図っているが、順調に進んでいる。

◇新型コロナウイルスの感染状況の推移を見ながら、全市的
な取扱基準・通知等に則り、感染防止対策を徹底し、利用者・
職員にとって安心・安全な施設環境づくりに引き続き取り組
む。

◇新型コロナウイルスの終息後を見据え、施設利用の拡大に
向けた以下の取組みを重点的に進める。
・人気講座の継続とともに新規講座を実施し、講座終了後の
サークル化を積極的に促す。
・サークル体験講習を通じ、サークル活動全体の活性化を図
る。
・地域の憩いの場づくり事業のうち、従来の無料開放事業を
「お試し開放事業」にリニューアルし、子どもや子育て世代の
利用増を図る。
・複合施設の新札幌わかば小学校が、隣接の青葉中学校と
統合して義務教育学校となる計画があることから、その動向を
見据え、一層の連携強化を図る。
・図書室の利用者増を図るための企画を一層充実する。
・事業実施にあたり、地域住民のほか、企業や団体等の地域
資源を活用する。
・ホームページや広報媒体をより親しみやすいものに充実させ
る。

◇環境美化の推進のため、試行的に利用者からボランティア
を募ったが、その定着を目指す。

◇円滑な事業運営に向け、業務知識研修や接遇研修を実施
し、職員の意識向上とスキルアップを図る。また、個人情報の
取扱事務の変更に伴い、個人情報保護に関する研修を実施
する。

【所管局の評価】

総合評価 改善指導・指示事項

【指定管理者の自己評価】

総合評価 来年度以降の重点取組事項

昨年度に引き続き、新型コロナウイルス感染症の影響を受けた
一年となったが、感染対策を徹底する他、事業の実施方法も工
夫することで、利用者が安心安全に利用できるよう努めていた。
また、図書業務では子どもを対象とした事業を行うことで親子の
新規利用者を増やすなど、幅広い世代の利用促進がされている
ように認められる。
引き続き、施設稼働率の向上に取り組んでいただきたい。

地域の憩いの場づくり事業について、新規利用者の獲得に努
めていただきたい。また、人気のある講座は継続していただ
き、サークル化に繋げていただきたい。


